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平成30年度第１回子どもの遊び場推進会議 会議録 

 

  日 時  平成31年３月14日（木）    午後６時30分～午後８時35分 

  場 所  401会議室 

 

議事日程 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 委員及び事務局自己紹介 

４ 座長、副座長互選 

５ 報告事項 

  （１）子どもの遊び場確保の取組実績＜平成31年１月31日現在＞について 

     （事業者からの報告を含む） 

  （２）夏季における「子どもの遊び場事業」の見直しについて 

  （３）「くだんしたこどもひろば」の開設について 

６ 意見交換 

 ７ その他 

８ 閉会 

 

 出席委員（10名） 

 上智大学文学部保健体育研究室教授  師岡 文男 

 富士見地区町会連合会女性部長 

 富士見一丁目町会女性部長 
 荘 絵里子 

 青少年委員会会長  瀬谷 達郎 

 青少年委員  飯田 加世子 

 スポーツ推進委員協議会推薦  岡村 五十鈴 

 九段小学校ＰＴＡ会長  久保寺 健郎 

 昌平小学校ＰＴＡ会長  久保田 孝太郎 

 番町小学校副校長  加藤 純一 

 麹町地区の町会関係者  谷  眞理子 

 神田地区の町会関係者  大野 智洋 

  

事業者（４名） 

 Ｄ＆Ａ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ 代表  中田 弾 

 Ｄ＆Ａ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ  篠原 涼 

 Ｄ＆Ａ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ  櫻井 明日香 

 Ｄ＆Ａ Ｎｅｔｗｏｒｋｓ  山﨑 桃花 
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 出席区理事者（３名） 

 子ども総務課長事務取扱 

 子ども部参事 

 

安田 昌一 

 生涯学習・スポーツ課長  緒方 直美 

 道路公園課長  谷田部 継司 

 

 出席事務局（２名） 

 子ども総務課事業係長  秋山 和美 

 子ども総務課主事  細倉 岳 

  

 欠席区理事者（０名） 

 

 欠席事務局（０名） 

 

議事日程 

１ 開会 

  ⇒子ども総務課長より開会の挨拶があった。 

 

２ 委嘱状交付 

  ⇒新規委員に委嘱状を交付した。 

 

３ 委員及び事務局自己紹介 

  ⇒各出席委員及び事務局より自己紹介があった。 

 

４ 座長・副座長互選 

  ⇒委員の互選により、師岡委員が座長に、久保寺委員が副座長に選任され、就任の

挨拶を行った。 

 

５、６ 報告・検討事項 

  ⇒事務局及び事業者から以下の事項について資料に基づき説明があった。 

  ・子どもの遊び場確保の取組実績報告 

  ⇒事務局から以下の事項について資料に基づき説明があった。 

・夏季における「子どもの遊び場事業」の見直しについて 

  ・「くだんしたこどもひろば」の開設について 

  ⇒事務局及び事業者からの説明後、各委員からの意見表明、質疑応答等があった。 
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※各委員からの意見表明、質疑応答等 

●子どもの遊び場確保の取組実績報告 

 （委員）利用者数が増えているというのはよい傾向だと思うが、何が要因か？ 

また、利用者の実数は把握しているのか？ 

 （区） 利用者の増加については、まず第一に、千代田区の子どもが増加していること、

第二に、本事業が年数を重ねて浸透してきたことが要因だと考えている。 

     利用者の実数を把握するような調査は行っていない。 

（委員）実数の把握については、例えば年度末に、学校を通して子どもに、「１回でも

ここに行ったことのある人」というように質問をするのはどうか。 

（委員）そのような調査をする際には、あわせて、一回も利用したことのない子どもに、

何故利用しないのかという質問をしていただきたい。 

（委員）おおよそで構わないが年代別の利用率等は把握しているか？ 

（区） 全体の割合として、幼児が約40％、小学校低学年が約20％、小学校中学年が約

30％、小学校高学年が約10％程度である。パーセンテージで出していないが、

中学生も若干数利用している。また、場所ごとでも傾向が異なる。 

（委員）場所ごとに特徴があるなら、それも出してもらえると、より利用率を上げるた

めの手段を考えることができるのではないか。 

（委員）ふじみこどもひろばの利用人数はどのように集計しているのか？ 

（区） ひろばの開閉錠を委託している事業者に、朝は10時、夕方は午後４時30分に、

そのときに遊んでいる子どもの数をカウントしてもらっている。利用時間のピ

ークと思われる時間帯を外しているため、実際にはさらに多くの利用者がいる

可能性がある。 

 （委員）大きな事故なく来ているということだが、所謂ヒヤリハットのような、もう一

歩間違えるとちょっと危なかった、というような実例はあるか？ 

 （D&A Networks）遊びが交錯するような場所ではやはり危険も多い。しかし、プレーリ

ーダーがしっかりとアンテナを張って、場所や道具を変える等すぐに対応し、

未然に防いでいる。 

 （委員）設備や運営面でプレーリーダーからの要望はないのか？ 

（プレーリーダー）小さいお子さんと保護者が２人で来ているというとき、保護者が買

い物に行く間に子どもの面倒を見ておいて欲しい、というケースがある。自己

責任で遊ぶ場である旨の声かけはしているが、そういった需要もある。 

（委員）託児所ではないので無責任なように感じる。 

（委員）プレーリーダーの責任問題を考えると、自己責任であることを保護者にしっか

り伝えると同時に利用形態の把握も必要なのではないか。 

（委員）プレーリーダーがいる日といない日を比較できるデータはないか？ 

 （区） 現状ではデータはないが、今後はくだんしたこどもひろばで比較ができるよう

になると考えている。 

（プレーリーダー）プレーリーダーの必要性については、安全性はもちろんのこと、自

分たちが外遊びをしたいときに、場所と道具と、あとは相手がいるという意味

で、プレーリーダーが現場にいるということの意義があると思う。 
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（委員）東郷公園が閉鎖中なので、仮囲いに遊び場のポスターを貼り出してはどうか。 

 

●夏季における「子どもの遊び場事業」の見直しについて 

  とくに意見等なし 

 

●「くだんしたこどもひろば」の開設について 

（委員）管理人が一人しかいないのが非常に不安である。管理体制は大丈夫なのか？ 

（委員）管理人一人体制については、監視カメラを何台か設置することで対応すること

はできないのか？ 

（区） 想定としては、管理事務所にずっと待機しているのではなくて、時間を決めて

巡回をしていただく。管理人と連携を密にして、管理運用の体制はしっかりと

つくっていきたい。今後、実際に運用しながら、改善点や修正すべき点を踏ま

えて、もし１名では不足ということであれば、見直しを考えていく。 

（委員）管理事務所から緊急時等に放送をかけられるような仕組みはないのか？ 

（区） そのような仕組みは設けていない。 

（委員）今後、パラリンピックを控え、障害児・障害者への対応もできた方がよい。 

（委員）アーバンゲームズといって、都市公園で行うようなスポーツが、世界的に流行

している。今後そういったながれにも対応できるように勉強しておいた方がよ

い。 

（委員）このひろばに日陰はできるのか？ 

（区） ウッドデッキエリアに上からドライミストが噴霧される日陰棚を２台確保して

いる。 

（委員）隣のまちかど広場はどのような広場なのか？ 

（区） 環境まちづくり部が所管する広場で、フリーのオープンスペースというイメー

ジである。 

（委員）トイレの場所が奥まったところにあり、目が行き届かないように思う。 

    また、１つしかなく仮設というのもこの広さに不相応ではないか。 

（委員）期間限定での利用ということだが、設備等は再利用できないか。 

（委員）管理事務所の位置的に遊び道具の返却がしづらいのではないか。 

（委員）プレーリーダータイムを設定するとのことだが、事業者として要望等はあるか？ 

（D&A Networks）ネットで囲われているので、小川広場を少し広くしたようなイメージ

でいる。ネットの高さは十分にあるので、子どもたちが思い切りボールで遊んだ

としても、近隣に迷惑がかからず、道路に飛び出したりはしないと思っている。

そういう意味では、特にボール遊びを思いっきり遊びたい子どもたちがここに集

まってくるのではないか。 

（委員）こういう場所を使って何かイベントをすることはできないか。 

（区） 部署間で連携しながら、区民がスポーツをする機会を増やしていきたいと思う。 

（委員）個人的には、この広場は決して広くないと感じている。エリア分けなど必要な

く、何もないただの広場でよかったと思う。エリア分けをしてすみわけをして

しまっていることで、知らない子ども同士、あるいは世代間でのコミュニケー
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ションの機会が減ってしまうのではないか。管理についても、自己責任で遊ぶ

ことが子どもの自主性や免疫力を高める要因にもなりえるので、管理者を必要

以上に置かなくてもよいと思う。 

（委員）いずれにせよ４月８日にはスタートするということなので、もっと早い時期に

意見を聴取して生かしていただきたかった。 

（区） ご指摘のとおり、本来であれば、もっと早い時期にこの会議を開き、ご意見を

賜るべきところであり、反省すべき点と認識している。 

子どもたちが安全に伸び伸びと遊べるということを念頭に、管理人との連携も

緊密にして、まずはオープンして、しっかりと課題や問題点等を把握させてい

ただき、改めて改善点等ご報告をさせていただきたい。 

 

●その他子どもの遊び場事業全体に関する意見 

（委員）事業開始から７期目に入るので、どのぐらいの子どもたちがどのように使って

いるのか、保護者にも評価されているのかとか、知っているのか、という浸透度

の調査を、全ての学校は難しいと思うが、学校の負担にならない程度にお願いし

たり、いくつかサンプル校をつくるなどの検討をしていただきたい。 

（委員）道路の歩行者天国のように一部道路を通行止めにすることで、例えば日曜日だ

けでも子どもの遊び場を確保することができるのではないか。 

 

７ その他 

  ⇒事務局から東郷元帥記念公園改修工事の進捗状況の報告があった。 

 

８ 閉会 


